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 発足 ：平成27年(2015年)4月1日 （平成27年3月18日設立）

 連合会の構成団体

（有老協）

（介ホ協） 平成29年6月特定協から名称変更

（高住協） 平成30年6月高齢者住宅推進機構から名称変更

平成31年4月サービス付き高齢者向け住宅事業者協会との合流
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代表幹事 市原俊男 株式会社サン・ラポール南房総 代表取締役社長 ➤介ホ協 常任理事

副代表幹事
中澤 俊勝
五郎丸 徹

スミリンフィルケア株式会社監査役 ➤有老協 理事長
株式会社学研ココファンホールディングス代表取締役社長 ➤高住協 副会長

幹事

吉岡 莊太郎
老松 孝晃
小林 卓人
下河原 忠道
廣江 研

公益社団法人全国有料老人ホーム協会専務理事
株式会社ベネッセスタイルケア 取締役専務 ➤介ホ協 代表理事
SOMPOケア株式会社取締役執行役員ＣＳＯ ➤介ホ協 副代表理事
株式会社シルバーウッド 代表取締役 ➤高住協 理事
社会福祉法人こうほうえん 会長 ➤高住協 理事

監査役 村山 浩和 一般財団法人高齢者住宅財団専務理事 ➤高住協企画運営委員

顧問 遠藤 健 SOMPOケア株式会社代表取締役社長 ➤介ホ協 顧問

我が国が超高齢社会へ突入し、一方で少子高齢化と核家族化が進むなか、高齢者の暮らしを支える仕組みの必要性が増し、高齢者向
けの住まいとサービスへの需要がますます高まるものと想定されます。
当団体は、高齢者住まいに関わる関係団体が集まり、住みよい高齢社会の構築に貢献、高齢者住まいに関わる共通課題に取り組むべく
2015年4月に設立されました。

高齢者住まい事業者団体連合会（高住連）概要



高齢者向け住まいの入居者が、その人らしく自分で選択して暮らし、
自分らしい最期を迎えられるための対応について

１．令和３年度介護報酬改定

（１）看取りについて

看取りについて「加算の充実」「看取り期のケアルールの緩和」および
「加算要件にＡＣＰ等を参考とすることが明記」されたことから、ご入
居者が自分らしい最期を迎えるための話し合いがホームの多職種連
携において進んでいくものと考えられます。

（２）多職種連携のカンファ等における環境整備

運営基準改正により「電磁的手段の活用」「ペーパーレス、ＩＣＴの
活用」が認められるようになったことから、情報共有・連携が効率的に
行うことができる環境を整備いただきました。
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高齢者向け住まいの入居者が、その人らしく自分で選択して暮らし、
自分らしい最期を迎えられるための対応について

２．「医行為ではないと考えられる行為」の更なる整理

○ 医政発0726005号（平成17年7月26日）を踏まえ、「在宅酸
素療法におけるマスクが外れた場合の装着」「膀胱留置カテーテル
の処置における尿廃棄」については、規制改革推進に関する答申
（令和2年7月2日）に記載いただいたとおり検討を進めていただき
たくお願い申し上げます。

○また、昨今の器具の技術的な進展等も考慮のうえ、先の２点を含
めた医行為への該当性を改めて一覧整理いただければ介護の現場
も非常に助かり、ご入居者にとってもさらに安心した暮らしにつながる
ものと考えております。
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